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食品産業もったいない大賞審査委員会委員長賞 

・ヨシケイ開発株式会社･････････････････････････････････････････1 

〜夕食で「もったいない」を言わさない〜受注生産方式でレシピ付きミールキットをお届け 

 

・築野食品工業株式会社････････････････････････････････････････10 

「廃白土」と「脱脂米ぬか」を活用したキノコ培地の開発により食料自給率向上と 

産業廃棄物削減を実現 

 

農林水産省大臣官房長賞

・株式会社流行････････････････････････････････････････････････22 

〜起源は食用動物のすべてを無駄なく包装材（腸）に詰めて保存したのがソーセージ

の始まり。時代と共にその神髄をカタチに〜 

・株式会社ライフコーポレーション･･････････････････････････････25 

持続可能で豊かな社会の実現に貢献する食品廃棄物削減の取り組み 

・一般社団法人福岡県フードバンク協議会････････････････････････34 

「地域の食品ロスを地域の福祉に活用 福岡県フードバンク協議会の取組 

 

農林水産大臣賞 

・株式会社バローホールディングス･･････････････････････････････40 

・中部フーズ株式会社 

・一般財団法人日本気象協会 

・ソフトバンク株式会社 

連名 

AI とビッグデータ（人流・気象データ）を活用した連携によるフードチェーン全体での 

食品ロス削減 
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2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
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最後に
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築 野 食 品 工 業 株 式 会 社

「 お 米 の 油 は 、 つ の 食 品 。 」

第 1 2 回 も っ た い な い 大 賞 審 査 委 員 長 賞

つ の

築 野 靖 子

取締役 兼 経営企画部部長

つ の や す こ

自 己 紹 介

築 野 食 品 工 業 株 式 会 社
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受 賞 内 容

「 廃 白 土 」 と 「 脱 脂 米 ぬ か 」 を 活 用 し た

キ ノ コ 培 地 の 開 発 に よ り

産 業 廃 棄 物 削 減 を 実 現

会 社 概 要

築 野 食 品 工 業 株 式 会 社
つ の

・ 創 業

1 9 4 7 年 2 月

・ 所 在 地

和 歌 山 県 伊 都 郡 か つ ら ぎ 町 新 田 9 4

右 ： 代 表 取 締 役 社 長 築 野 富 美

左 ： 取 締 役 副 社 長 築 野 卓 夫

▲ 全 国 の 拠 点

・ 創 業 の 理 念

「 食 糧 の 安 定 供 給 が 図 れ る 事 業 で 社 会 に 貢 献 し た い 」

・ 社 長 方 針

「 環 境 に や さ し い 製 品 が 人 々 の 健 康 と 美 に つ な が る 」
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事 業 概 要

米 ぬ か の 高 度 有 効 利 用
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こ め 油 に つ い て

市 場 拡 大

２ % １ ０ %

▼油全体でのこ め油シェ ア
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・ 2015年TV放映
・ こ め油の「 健康」 「 おいし さ 」
・ リ ピ ート 率の高さ で大容量化
・ 大手企業参入で認知度向上・ 売り 場拡大
・ コ ロ ナによ る 家庭内需要の増加
・ 植物油の価格改定で使用油の見直し

‘15 ’23

油脂特報より

こ め 油 に つ い て

食 料 自 給 率 向 上 に 寄 与

菜種油： カナダ・ オース ト ラ リ ア
大豆油： アメ リ カ・ ブラ ジル
コ ーン 油： アメ リ カ
ごま 油： アフ リ カ・ 中国
紅花油： アメ リ カ・ メ キシコ
ひま わり 油： 欧州、 ウ ク ラ イ ナ、 アルゼンチン
オリ ーブ油： イ タ リ ア、 ス ペイ ン
綿実油： アメ リ カ

こ め油： 2/3が国産

代表的な植物油の原料はほぼ100% 輸入 こ め油は唯一国産原料で
作る こ と ができ る 植物油
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課 題 と 問 題 点

過 去 の 課 題 と 問 題 点

原 料 「 米 ぬ か 」 の 調 達

こ め油
58%

(350千t)

その他
18%

配合飼料
11%

き のこ 培地

13%

2020年米ぬかの使用用途

＊農林水産省「 作物統計」 ,「 油糧生産実績」 ,
「 流通飼料価格等実態調査」 ,「 肥料要覧」 参照
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過 去 の 課 題 と 問 題 点

食 用 油 の 製 造 工 程 で 発 生 す る 産 業 廃 棄 物

当 社 の 主 力 製 品 で あ る 「 こ め 油 」 の 製 造 工 程 （ 脱 色 工 程 ） で 使 用 す る

副 資 材 の 白 土 は 、 か つ て は 使 用 後 「 廃 白 土 」 と し て 産 業 廃 棄 物 に な っ て い ま し た 。

▲ 廃 白 土 （ イ メ ー ジ ） ▲ 脱 色 過 程 （ イ メ ー ジ ）

解 決 策
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解 決 策

米 ぬ か の 代 替 「 築 野 M I X 」 を 開 発

脱脂

ぬか
廃白土＋

米 ぬ か か ら 油 を と っ た 後 の 「 脱 脂 ぬ か 」 と 製 造 工 程 （ 脱 色 工 程 ）

で 使 用 し た 副 資 材 の 「 廃 白 土 」 を 用 い た キ ノ コ 培 地 （ 築 野 M I X ） を 開 発

解 決 策

「 築 野 M I X 」
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開発 実験 供給拡大

「 築 野 M I X 」 の 広 が り

• 長野県野菜花き 試験場

と の共同研究

• 元々の米ぬかを用いた

栽培と 収量と 品質と も に

同程度の安定性である こ

と を 実証

• 民間のき のこ 培地

メ ーカーで取り 扱い開始

し めじ と えのき の培地

と し て使用

• 今後新たな培地メ ーカー

にも 拡大予定

実用化

結 果
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築 野 M I X 出 荷 量

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

2 0 1 5 年 以 降 築 野 M I X の 出 荷 は 増 え て い ま す 。

自 社 デ ー タ 参 照

キ ノ コ 培 地 に 使 用 す る 米 ぬ か を 「 脱 脂 ぬ か 」 に 置 き 換 え た こ と を 想 定 す る と 、

約 8 8 ト ン の こ め 油 増 産 に つ な が っ て い る と 言 え ま す 。

こ め 油 増 産
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産 業 廃 棄 物 処 理 費 用 ・ ・ ・ 年 間 約 2 0 0 0 万 円 の 削 減

年 間 CO 2 発 生 量 ・ ・ ・ 約 1 4 4 0 ト ン の 削 減

産 業 廃 棄 物 削 減

 

2018年
約１ ６ ０ ０ ト ン/年

2023年
0ト ン/年

築 野 M I X 販 売 前

ー産業廃棄物と し て 処理する 廃白土の 量ー

＊ 年 間 で 発 生 し て い た 廃 白 土 は 約 1 6 0 0 t 。 廃 白 土 に は 油 分 が 3 0 % 含 ま れ ま す 。

油 1 t を 焼 却 し て 発 生 す る C O 2 が 約 3 t と し て 計 算 。

「 築 野 M I X 」 開 発 の メ リ ッ ト

こ め 油 の 増 産 産 業 廃 棄 物 ゼ ロ へ培 地 費 用 の コ ス ト ダ ウ ン

01
メ リ ッ ト メ リ ッ ト メ リ ッ ト メ リ ッ ト

02 03 04

食 料 自 給 率 向 上

こ め 油 業 界 に も 、 キ ノ コ 培 地 農 家 、 日 本 に も う れ し い 「 築 野 M I X 」
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展 望

菜 種 油 ・ 大豆 油 ・ パ ーム 油 な ど の 製造 工 程で も
発 生 す る た め 、 そ れ ら の 製 造 工 場 で の
産 業 廃 棄 物 の 削 減 に も つ な が る 可 能 性

◎ 今 後 新 た な 培 地 メ ー カ ー に も 拡 大

◎ ほ か の 植 物 油 に も 応 用

現在、 取り 扱いメ ーカーは1社ですが、 今後新たな培地メ ーカー
にも 広げていける 可能性があり ま す。

築 野 食 品 の 「 も っ た い な い 精 神 」

非 可 食 部 や 、 食 用 に は 向 か な い 成 分 は 化 粧 品 や 工 業 用 途 に 。

廃 食 用 油 は そ の ま ま 燃 や す の で は な く 、 新 た な 付 加 価 値 を 。

可 食 部 は ま ず 食 用 こ め 油 に 。

か つ て は そ の ま ま 捨 て ら れ る こ と も あ っ た

「 米 ぬ か 」 を さ ま ざ ま な 用 途 に 活 用

創 業 の 理 念

ま ず は 食 用 に 活 用

副 産 物 は 宝 の 山

米 ぬ か を 1 0 0 % 高 度 に 有 効 利 用

「 食 料 の 安 定 供 給 が 図 れ る 事 業 で 社 会 に 貢 献 し た い 」
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We have a dream in Rice Bran.

～米ぬか に 夢を 託し て ～
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葡萄のアップサイクル
ソーセージ

わさびのアップサイクル
ソーセージ

たかきびを活用した

リデュースミートソーセージ

わさび葉

-23-



肉のままでは販売しづらい部位が届く

名前のある個体ごとにソーセージに生まれ変わる

放牧牛の名前「ライス」が命の大切さを伝える
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持続可能で豊かな社会の実現に貢献する
食品廃棄物削減の取り組み

株式会社ライフコーポレーション

―1―

ライフコーポレーション

近畿圏1 6 9 店舗、首都圏1 4 4 店舗、合計3 1 3 店舗
（ 1 1 月3 0 日現在） を展開する食品スーパーマーケット

―2―
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「志の高い信頼の経営」を通じて

持続可能で豊かな社会の実現に貢献する

【持続可能で豊かな社会の実現】

安定的・継続的な店舗運営、安全・安心で高品質な商品・
サービスの提供とともに、地球環境と社会の課題解決に努める

【経営理念】

地球環境、社会が
健全であること＋コミュニティの人々が「楽しく」「安心して」

「健康的な」生活を営むことができる

―3―

―4―

1 0 0 %
9 1 .9 %

8 2 .4 % 8 1 .4 %

1 0 1 .5 %

7 2 .0 % 7 1 .0 %

0%

50%

100%

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

売上高当たりの最終食品廃棄量（ 1 7 年比）

2030年までに2017年度
売上高当たりの食品廃棄
量を5 0 ％削減

●目標

食品廃棄削減

・食品を多量に製造・販売する事業者としての社会的責任
・循環型社会の構築に貢献

日本で年間4 7 2 万t（ 食品小売業で49万t・令和4年度） の
食品廃棄が発生

●取り組む理由
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① 食品残渣を活用したバイオガス発電事業

② 地域の子ども食堂等への食品寄贈

③ 販促物などによる呼びかけ

④ 食や環境に関する「出前授業」「店舗イベント」

⑤ 自治体と連携した商品開発

食品廃棄削減 主な取り組み

―5―

プロセスセンターで発生する食品残渣を利用して発電

① 食品残渣を活用したバイオガス発電事業

―6―

-27-



原料投入 バイオガス発電機

バイオガス発酵槽 消化液処理設備

―7―

1 0 ト ン投入

1 ト ンの廃棄物

② 地域の子ども食堂等への食品寄贈

販売期限切れや外装の破損などで

販売不可となった商品のうち、賞味期限内
で安全な商品を出店地域の子ども食堂等
に無償で提供

―8―

【提供商品例】
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社会福祉協議会等と直接協定を交わす「ライフモデル」を確立。
店舗毎に提供食品を用意しており、社会福祉協議会等が
月１ 回来店し、商品を受け渡し。

―9―

ライフ
店舗

物流センター

子ども食堂

子ども食堂

子ども食堂

子ども食堂
協定締結

社会福祉
協議会

「ライフモデル」 商品の流れ

―10―

●近畿圏: 10地域35拠点
大阪府（ 6地域21拠点）
兵庫県（ 1地域9拠点）
京都府（ 1地域3拠点）
奈良県（ 2地域2拠点）

●首都圏: 7地域16拠点
東京都（ 7地域16拠点）

2030年50拠点（ 店舗または物流センター） での支援を
目標に、2019年から取り組みを開始

2025年1月現在、1 7 地域( 市区町村） 5 1 拠点で実施

2023年度の提供商品数は2 0 ,0 0 0 個以上
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 てまえどり
・すぐに使うなら“てまえどり”に
ご協力ください

③ お客様へご協力のお願い
「販促物などによる呼びかけ」

―11―

 見切り商品
・すぐに使うならお得です
・食品ロス削減にご協力お願いします

出店地域の小学生・園児を中心に実施

【実施件数】201件 14,286人（ 2023年度）
【プログラム】三色食品群、食品ロス、環境学習、
もったいない鬼 ごっこ等

 出前授業

④ 食や環境に関する「出前授業」「店舗イベント 」

ライフオリジナル環境冊子「いっしょに未来を考える。の本」

―12―
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 店舗イベント
「食の大切さ」や環境を学ぶ店舗イベントを
小学生の親子を中心に実施

【実施件数】31件 848人（ 2023年度）
（ 内メーカーコラボ 首都圏8社 近畿圏5社）

【プログラム】三色食品群、食品ロス、
お買い物ゲーム、たべものビンゴなど

―13―

⑤ 自治体と連携した商品開発

―14―

ライフオリジナル「大阪産（ もん） 」商品

●大阪産(もん)
大阪府域で栽培・生産される農産物、
畜産物、林産物、水産物と、それらを
原材料として使用した加工食品

品質には問題がないものの、一般流通できない規格外の
大阪産みかん、レモンを使用した「サステナブル」なお酒
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―15―

2 0 3 0 年食品廃棄5 0 ％削減に向けた
今後の取り組み

①バイオガス発電施設
2025年3月より、関東圏でも稼働予定。
関東圏での食品廃棄量・CO2排出量削減にも取り組む。

②子ども食堂等への商品寄贈
・出店エリア内(東京・神奈川・埼玉・千葉・大阪・

兵庫・京都・奈良） の市区町村で年間4～5
地域の支援拡大を目指す

・生鮮食品提供の実証実験結果を踏まえ、
実施を検討

―16―

③出前授業・店舗イベント
・当社事業に関連した内容で、「食の大切さ」などを伝える

④店頭での食品ロスを削減
・AIによる精度の高い発注を実施
・食品廃棄量や、廃棄金額の見える化を行い、
各店舗の特徴に合わせた取り組みを実施
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―17―

ライフコーポレーションは、

今後も、
「持続可能で豊かな社会の実現」
に向けて取り組みを推進してまいります。

ご清聴ありがとうございました。
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食品ロ ス の削減と フ ード バンク 支援
福岡県フード バンク 協議会の取組

一般社団法人福岡県フード バンク 協議会

事務局長 向居秀文

1

フード バンク の役割

環境問題
年間で472万ト ンも の
可食・ 未使用の食品が
廃棄さ れている

フ ード バンク と は
品質に問題がないにも かかわら ず、 市場で流通でき なく
なっ た食品を 企業や個人から 寄贈し ても ら い、 福祉施設や
子ど も 食堂、 食べ物が必要な人に無償で配る 活動

貧困問題
・ 子ど も
・ シングルマザー
・ 生活困窮者・ ・
現状は7 人に1 人の
子ど も が貧困

フ ード バンク

2

入口は食品ロ
ス 削減

出口は福祉

食品ロ ス 削減と 福祉に対し て効果的な活動です

福岡県食品ロ ス 削減推進計画
書のト ッ プにフ ード バン ク の

活用が記載さ れていま す
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3

1

234

7 5
6

8

9

12

福岡県内の
フ ード バンク

①フード バンク 北九州ラ
イ フアゲイ ン
②フード バンク ちく ほう
③フード バンク 飯塚
➃ふれあいフード バンク
飯塚
⑤ふく おか筑紫フード バ
ンク
⑥フード バンク 福岡
⑦フード バンク 糸島
⑧フード バンク く る め
⑨フード バンク あり あけ
⑩フード バンク き ずな朝
倉
⑪く き のう みフ ード バン
ク
⑫福岡県フード バンク 協
議会

10

⒒

4

はじまりは福岡県の食品ロス削減推進共同研究プロジェクト

2017年度から、福岡県環境部の外郭団体であるリサイクル総合研究
事業化センターを中心に、「フードバンクを活用した食品ロス削減推進
の共同研究プロジェクト」が発足して、エフコープ、フードバンク北九州
ライフアゲイン、フードバンク福岡で協議を進めていきました。

フ ード バンク 活動は、 「 食品ロ ス の削減」 をし ながら 「 食品を必
要と さ れる 方々の支援」 ができ る
↓
その一方で、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人や任意団体が非営利で行っている ため資
金力や人手が乏し く 、 ま た世間の認知度や理解度が十分でないた
め運営に苦労し ており 継続性に不安がある
↓
多く のフ ード バンク 団体が活動し はじ めた福岡県においては既存
のフ ード バンク を 支援する 団体の設立と 仕組みが必要(企業から
見ても 問合せ先の分かり 易さ が必要)

福岡県フ ード バン ク 協議会のはじ ま り
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5

福岡県ではフ ード バンク 協議会の設立し て福
岡県内のフ ード バンク 活動を応援し ていま す

フ ード バン ク 活動は非営利の活動ですから 周囲が支えていく こ と が大切です。
福岡県フ ード バンク 協議会は福岡県の支援を 受けて、 エフ コ ープ、 JAふく れんと
いう 協同組合を 中心に2019年よ り フ ード バン ク 団体と 企業の中間で食品寄贈の窓
口と 取り ま と めやフ ード バン ク 活動に協力し てく れる 企業の新規開拓を し ま す。

各フ ード バンク 団体の違い
や個性は尊重し て支援企業、 団体窓口を

協議会に一本化

フ ード バンク の認知度向上推進
地域で出たフ ード
ロ ス を 地域の福祉

に活用

県単位での
中間支援組
織設立は全

国初

方針

フ ード バンク 新規設立の手伝い

事務局運営はエフ コ ープ、 監事はJAフ ク レ ン が担いま す

県内フ ード バンク の食品取扱量の推移

6

2019年度164ト ン⇒2020年度339ト ン⇒
2021年度472ト ン⇒2022年度521ト ン⇒2023年度636ト ン

2019年から 2023年度の新規開拓企業数は122社

0

100

200

300

400

500

600

700

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

取扱量:ト ン
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食品ロ ス と は?

品質に問題がないにも かかわら ず、 市場で流通でき なく なった食品が発
生し ま す。 理由は様々ですが年間472万ト ンの食品が廃棄さ れていま す。

季節商品の売れ残り

仕様変更

箱が汚損 破損

出庫期限

規格外品
余剰生産

他にも 色々な理由で食品ロ ス は発生

製造不良

フ ード バンク で取り
扱っ た食品の一部です

相対的貧困と 世帯の形

世帯の等価可処分所得の中央値⇒254万円(2022年)の半
分⇒127万円⇒貧困線と 定義さ れていま す

日本の相対的貧困率が高い理由と し て高齢化社会
に加え「 ひと り 親世帯の増加」 が挙げら れま す。

7人に1人の子ども が貧困線以下の世帯と 言われて
いま すが地域によ っては4人に1人が貧困線以下も

※生活保護受給者率は全国平均1.62% ですが福岡県は2.35% です

8

貧困線以下の世帯
における 片親世帯
の占有率が高い

8.6%

大人2人以上と 子
ど も の家庭

大人1人と 子ど も
家庭

44.5%
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フ ード ド ラ イ ブ
家庭で眠っていて、 食べない食品を寄付し てフ ード バン
ク 等を通し て福祉団体や食べ物が必要な人に提供する 活
動で誰も が参加し やすい食品ロ ス 削減の取組です。

9

みんなで出来る こ と

福岡県の食品ロ ス 量は
215,000ト ン と 言われて
おり 、 その内の約53% は
家庭から の排出です。

寄贈 提供 仕分けし て提供

街中に食品回収ボッ ク ス の設置が増える こ と で家庭で食べない食品が賞味期間が切
れる 前に提供する 機会と なり フ ード バン ク を 通し て食べ物が必要な方に届けら れる
こ と で家庭から の食品ロ ス の削減と 福祉への活用につながり ま す。

フ ード パント リ ーの取組
協力企業エフ コ ープの配送ト ラ ッ ク が出発し た後のス
ペース を活用し て集めた食品を必要な方に渡す場「 フ ー
ド パント リ 」 の取組も 支援し ていま す。

10

フード バンク が食品を集め

食品はエフ コ ープ大宰
府支所に集めて保管し
て、 みんなで仕分け

参加者が子ども 食堂毎に
分けて みんなで積込み

持ちかえった食品を子分け 子ど も 達に配布
地域の企業も ボラ ンティ アと し て参加

みんなでやっ ていま す
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災害発生時の対応
2022年9月19日の台風では多く の小売店が休業と なり 製
造し たパンの行先が無く なり 「 も ったいないから 活用し
ても ら えないか」 と フ ラ ンソ ワ 様から 連絡が

11

各フ ード バンク 団体に連絡
し て子ど も 食堂や福祉団体
に配布し ても ら い8.341個

のパンが無駄になら ずにす
みま し た。

子ど も に届けら れ
好評でし た

何かあれば相談を

おいし
いね

なかには初
めて菓子パ
ンを 食べた
子ど も も い

ま し た

空き 箱返却
は支所よ り

2024年台風10号
でも パン を 提供

ご清聴あり がと う ございま し た

12
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第12回食品産業もったいない大賞
事例発表会資料

AI とビッグデータ（ 人流・気象データ） を活用した

連携によるフードチェーン全体での食品ロス削減

2025年1月31日( 金） 於: 千代田区立内幸町ホール

株式会社バローホールディングス

中部フーズ株式会社

一般財団法人日本気象協会

ソフト バンク株式会社

事業会社: バローグループ概要

2

スーパーマーケット を中核に、ホームセンター、ドラッグスト ア、スポーツクラブを展開するほか、
農産物の生産、食品製造・加工、物流、資材調達、保守・メンテナンス、清掃等の多様な機
能をグループ企業で補完する流通システムを構築しています

2 0 2 4 年1 2 月3 1 日時点: 1 ,4 4 3 店舗
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事業会社: バローグループ 環境方針と指標・目標

注: *連結営業収益84％以上を 構成する 16社を 対象に算出。 **株式会社バロ ー、 株式会社タ チヤ、 株式会社食鮮館タ イ ヨ ーで算出、
今後はス ーパーマーケッ ト 事業全体に対象を 拡大

■方針
「バローグループは、価値ある商品やサービスの提供を通じてより良い地球環境を次世代に繋ぐことを目的に2030年、
2050年にむけ挑戦し続けます」を掲げ、グループ全従業員が一丸となってお客様、お取引先様、地域社会の皆様と連
携しながら、個別課題解決に向けた取り組みを進めます

長 期的なサプライチェーン上での「温室効果ガス排出量の削減」と「食品廃棄物の削減」につ
いて目標を設定し、積極的に取り組んでいます

3

事業会社: 中部フーズ概要

製造 店舗運営商品開発

スーパーマーケット のデリカ売場

直営専門店

・店頭調理商品の調理（ 売上の75％）

・売場陳列
・販売、など

・商品の製造、半製品の加工
弁当、サラダ、和惣菜、寿司
和菓子、パン生地、など

工場

・工場商品の開発
・店頭調理商品の開発
・原料調達、など

商品開発

バローグループ内の最大の製造小売会社

弁当・惣菜の生産工場を持ち、スーパーマーケット バローのデリカ部門に貢献しています

4
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デリカ部門: 当日期限商品が多い売場の難しさ

廃棄 欠品

お客様の期待を裏切る

売上・利益を下げる

社会の要請を裏切る

利益を下げる

弁当・惣菜などの商品は消費期限が短かく、多くの商品を当日中に売り切ることが必要

 相反する「廃棄」と「欠品」の改善を両立する必要がある

 さらには、店舗経営向上のために、売上・利益の改善が求められる

商品量が過剰 商品量が過少

5

１ ） AI 需要予測: 課題と目標・解決方法

課題

店舗では需要予測精度が十分でないため
に廃棄・欠品が生じており、発注作業負担
も大きい。

工場では店舗からの発注量を予測して見
込み生産を行っているため、①緊急輸送、
②仕掛品在庫の廃棄が生じている。

目標

AI自動発注システムを構築し、発注リー

ドタイムを延長 、工場と店舗でシステム連携
を行い、工場・店舗両方にメリット のある仕
組みを構築。

解決方法（ CPFR ）

＜店舗のメリット ＞

 AI需要予測モデルを導入することで発注

精度が向上し値引きや廃棄を削減。各
商品の利益率を考慮し、発注をコント
ロールすることで廃棄を減少、売上、利
益を最大化。

 発注を自動化することで、発注作業負
担を軽減。発注作業における精神的負
担、教育的負担を軽減

＜工場のメリット ＞

 店舗の発注リードタイムを延長 することで
工場の見込み生産を受注生産に変更
し、仕掛品在庫の廃棄や緊急生産を削
減

両者にメ リ ッ ト を 生むためには、 業務プロ セス を 変更し てリ ード タ イ ムを長 期
化し た上で精度を 向上さ せる 必要がある

AI 需要予測モデルの自動発注で、バロー店舗のデリカの廃棄削減・欠品減に加え、作業負
担軽減、利益・売上の最大化、工場の見込生産の受注生産化による生産性向上を目指す

6
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１ ） AI 需要予測: Po Bの目的

AI 発注推奨量システムを利用することで、店頭と工場の両方のKPI を改善し、サプライ
チェーンが効率化されるかを検証すること

目的
AIを利用した発注推奨システムを利用し、工場の見込み生産を受注生産に変更することで、廃棄が削減
され、サプライチェーン全体が効率化されるかを検証する。

KPI
店舗: 廃棄、欠品、売上、利益、発注作業時間
工場: 廃棄、売上、利益、計画作業時間、緊急生産/緊急配送

実施内容

 製造業 : 中部フーズ株式会社
 小売業 : 株式会社バロー
 システム : ソフト バンク株式会社
 アルゴリズム : 一般財団法人 日本気象協会
 対象店舗 : 31店舗（ 次ページ参照）
 評価期間 : 202 4年4月29日(月)～5月26日( 日)の4週間
 対象商品 : 工場でパックされている「おにぎり・弁当」「寿司」「惣菜」

7

１ ） AI 需要予測: 対象店舗

各商品の需要変動について、実証実験を3 1 店舗で実施
対象店舗は複数地域・複数規模の店舗からそれぞれ選択しA/Bテスト を実施

8

小型中型大型

松任東・ 津幡
窪新・ ゆいの里・

滑川
北の森・ 小浜北陸

別名・ 日進岩崎・ 粟野北浜田・ 大樹寺・ 池田
ミ タ ス 伊勢・ 高辻

・ 各務原中央愛知・岐阜・三重

有玉・ 高塚・ 千曲掛川・ 秋和・ 井口新富士・ 三園平・ 引佐静岡・長 野

大津・ 守山駅東長 浜・ 水口木津川・ 高槻関西

店舗は複数の地域・複数の規模から選択した。実証実験ではA/Bテストを行うた
め比較店舗も31店舗準備した。

※ 高辻・各務原中央店舗はヒヤリング実施店舗
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１ ） AI 需要予測: 現行の業務プロセス

現行業務プロセス: 店舗で毎日修正発注が行われており、工場の生産性も低下している

③生産計画

②店舗月次販売計画( 品目別) 策定 ⑤修正発注

④週間発注

①本部月次販売計画( 店舗・品目別) 策定

売上・
粗利計画

策定

商品構成
の検討

原材料
の調達

本
部

店
舗

工
場

本
部
・S

V

店
長

チ
ー
フ

年次 月次 週次 日次

全社
年間計画

全社
年間計画

本部
月次販売計画

（ 店舗・ 品目別）

本部
月次販売計画

（ 店舗・ 品目別）

⑥店舗オペレーション

陳列
補充

定価
販売

販促 売り 切り
納入
検品

陳列ﾚｲｱｳﾄ
計画

（ 品目別）

陳列ﾚｲｱｳﾄ
計画

（ 品目別）

在庫など在庫など

確定発注結果
（ 品種別）

確定発注結果
（ 品種別）

取り 扱い
商品決定

生産計画
の策定

シフ ト
調整

発注商品
の決定

前週と の
変化考慮
CP分析

週間発注
入力

月単位の
売上計画

在庫確認

直近の
売上確認
Da ily分析

在庫確認

需要予測
修正発注

入力

段取り 生産
緊急
生産

配送

商品
ラ イ ンナッ プ

商品
ラ イ ンナッ プ

店舗商品
ラ イ ンナッ プ

店舗商品
ラ イ ンナッ プ

店舗
月次販売計画
（ 品目別）

店舗
月次販売計画
（ 品目別）

CP分析
Da ily分析
CP分析

Da ily分析

週次
生産計画

週次
生産計画

週間発注結果
（ 品種別）

週間発注結果
（ 品種別）

在庫状況在庫状況

気象予報気象予報
日発注結果
（ 品種別）
日発注結果
（ 品種別）

在庫状況在庫状況

日次
生産計画

日次
生産計画

• 3日前までの発注であれば生

産計画を最適化できる（ シフト
など）

売
場
担
当

日単位の
売上計画

送り 込み
量決定

売上ト レ ンド
カレ ンダー

売上ト レ ンド
カレ ンダー

• 原料のリードタイムによって異なるが、
確定発注は2日前

• ほぼ毎日修正発注を実施

9

１ ） AI 需要予測: TOBE業務プロセス

To Be プロセス: AI 発注推奨システムを導入、店舗修正発注を削減し、工場も生産性向上へ

④週間発注（ 2 回/週の発注）

発注推奨システム

③生産計画

②店舗月次販売計画( 品目別) 策定

①本部月次販売計画( 店舗・品目別) 策定

売上・
粗利計画

策定

商品構成
の検討

原材料
の調達

本
部

店
舗

工
場

本
部
・S

V

店
長

チ
ー
フ

年次 月次 週次 日次

全社
年間計画

全社
年間計画

本部
月次販売計画

（ 店舗・ 品目別）

本部
月次販売計画

（ 店舗・ 品目別）

⑥店舗オペレーション

陳列
補充

定価
販売

販促 売り 切り
納入
検品

陳列ﾚｲｱｳﾄ
計画

（ 品目別）

陳列ﾚｲｱｳﾄ
計画

（ 品目別）

在庫など在庫など

確定発注結果
（ 品種別）

確定発注結果
（ 品種別）

取り 扱い
商品決定

生産計画
の策定

シフ ト
調整

月単位の
売上計画

在庫確認

段取り 生産
緊急
生産

配送

商品
ラ イ ンナッ プ

商品
ラ イ ンナッ プ

店舗商品
ラ イ ンナッ プ

店舗商品
ラ イ ンナッ プ

店舗
月次販売計画
（ 品目別）

店舗
月次販売計画
（ 品目別）

CP分析
Da ily分析
CP分析

Da ily分析

週次
生産計画

週次
生産計画

週間発注結果
（ 品種別）

週間発注結果
（ 品種別）

在庫状況在庫状況

売
場
担
当

日単位の
売上計画

送り 込み
量決定

売上ト レ ンド
カレ ンダー

売上ト レ ンド
カレ ンダー

修正発注を削減

• 修正発注とそれに伴う緊急生産を極
力なくすオペレーションを目指す。

10
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１ ） AI 需要予測: 発注推奨モデル

需要予測では、①まず来店客数予測を行い、②来店客数予測を入力値としてカテゴリ予測・
売上予測を行い、③2 日以上の消費期限を持つ商品では在庫最適化モデルを実施する

学習

収集・
ク レ ン
ジング

初期
分析

収集・
ク レ ン
ジング

発注

関係性
分析

関係性
分析

カテゴリ
予測

売上
予測

在庫最適
モデル

データ
収集

分析・
解釈

各変数の
影響度を考慮*1

現行との
在庫変動を比較

現行

Sim

PI値モデル
の精査

SKUモデルの
精査

モデルの精
査

最適化

実績

気象人流

客数と売上の
関係性を考慮*3

客数

売上A
データ確認

客数
予測

変動要因調査

変動要因調査

来店客数予測（ サキミル） 発注モデル

11

１ ） AI 需要予測: 来客者数モデル

来店客数予測では、AI とビッグデータ（ 気象・人流） を活用した汎用的予測モデルを開発

12

データ利用
気象・人流統計データを全国1km で整備
各店舗におけるデータを利用

高度な予測
競合店の開店などによる人の行動変容を評価
気象（ 雨など） による人の行動変化を評価
AIによって複雑な関係性を評価

プラット フォーム
汎用的なAIモデル
様々な企業に利用していただくことで継続的な精度
改善

開発
202 2年にバローホールディングスを実証フィールドとし
てPoC/PoBを実施、ソフトバンクと日本気象協会で
技術を開発、事業化

特徴利用イメージ

-45-



１ ） AI 需要予測: モデルの特徴

店舗での廃棄・欠品を減少させ、売上・利益を最大化させることを目的とした
→廃棄・売上・利益の変化についてはA/Bテスト で評価

事業の特徴

内容

惣菜（ 賞味期限が短いため、 日々、 値下げをし
て売り 切り を 目指すオペレ ーショ ン）

商品

A/Bテス ト （ AIを 利用する 対象店舗・ AIを 利用
し ない比較店舗を 設定し て評価）

評価

複数エリ ア・ 規模別に店舗を 設定店舗

• 廃棄や値引き 量を コ ント ロ ールし て利益を 最
大化

• 利益最大化し た上で欠品を 減ら し 、 売上も 最
大化を 目指す

発注

プログラムの特徴（ 利益最大化）

利益最大化を実現するためには、過去の売上を学習して発
注できるだけでなく、廃棄や欠品を学習し、これまでとは異なる
発注を行い、廃棄を減少、売上・利益を最大化する必要があ
る。

売り切れ時間の学習

売り切れが発生している商品については、売り切れ時間に応
じて発注量を増加させる。

各商品の利益率の学習
廃棄や値引き率が増加している商品については、利益率を

考慮して妥当な発注量に変更。

13

１ ） AI 需要予測: 結果 特定事例

実証実験中に発生した大雪の事例では、7 日前から大雪を予測することができていた。大雪
が降った日はAI 需要予測により発注を減らすことが、現行よりも利益を高める結果になった。

観測 予測（ 7 日予測）

雪（ 2 0 2 4 年1 月1 7 日の予測）

300000

350000

400000

450000

500000

550000

600000

650000

700000

750000

1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28

日付

対象店舗 比較店舗

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

1/22 1/23 1/24 1/25 1/26 1/27 1/28

利
益

額
（

円
）

日付

対象店舗 比較店舗

売上（ 北陸）

利益（ 北陸）

雪の日に発注を減少し利
益額は増加

14
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１ ） AI 需要予測: 結果 廃棄・欠品の動き

AI で最適化を考慮することで、廃棄・欠品ともに減少

効果金額
（ 年）

効果比率比率対象店舗比較店舗

ーー31.7％93 .771 .2比較期間

5,040-17 .7％14.0％64 .256 .3対象期間

効果金額
（ 年）

効果比率比率対象店舗比較店舗

ーー39.8％129 .5123 .2比較期間

ー-19 .0％9.6％116 .3134 .8対象期間

廃棄 欠品

※ 単位は千円、4週間から年間に換算 15

0
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15

20

25

30

35

10/2 10/9 10/16 10/23 10/30 11/6 1/8 1/15 4/29 5/6 5/13 5/20

廃
棄

（
個

）

日付（ 週）

対象店舗

比較店舗

比較期間
対象期間

0

5

10

15

20
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30

35

40
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50

10/2 10/9 10/16 10/23 10/30 11/6 1/8 1/15 4/29 5/6 5/13 5/20

欠
品

回
数

（
回

）

日付（ 週）

対象店舗

比較店舗

比較期間 対象期間

１ ） AI 需要予測: 結果 売上・利益の動き

AI で利益最大化を考慮することで、売上・利益ともに増加

効果金額
（ 年）

効果比率比率対象店舗比較店舗

ーー5.9％2,6422 ,494比較期間

31,0002 .3％8 .2％2,7802 ,568対象期間

効果金額
（ 年）

効果比率比率対象店舗比較店舗

ーー4.9％237226比較期間

40,2004 .9％9.7％274250対象期間

店舗売上 店舗利益

※ 単位は千円、4週間から年間に換算 16
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-47-



１ ） AI 需要予測: 結果 KPI

Po Bにより、店舗・工場のKPI とも、大きく改善が見込まれる結果を得ることができた

結果

利益最大化プロ グラ ムを実施する こ と で利益率向上4 .9 ％増加利益

店
舗

売り 切れ時間の早い商品の発注を 増加さ せ売上増加2 .3 ％増加売上

発注を 自動化する こ と で作業時間軽減（ 作業時間はアンケート から 算出）2 6 .8 ％減少作業時間

売り 切れ時間の早い商品の発注を 増加（ 欠品は17時前に売切と 定義）1 9 .0 ％減少欠品

利益率の低い商品の発注を 削減する こ と で廃棄減少1 7 .7 ％減少廃棄

店舗売上が増加する こ と で利益率向上2 .3 ％増加利益

工
場

生産計画を 事前に立てる こ と で作業時間減少1 9 .3 ％減少作業時間

見込み生産を 受注生産に変更する こ と でゼロ 化仕掛品廃棄ゼロ廃棄

工場の生産計画にリ ード タ イ ムを 得る こ と で減少2 .5 回/月減少緊急生産・ 配送

17

全
店
拡
大
時
推
計

実
施
店
舗
合
計

KPI

店舗廃棄・工場廃棄の減は、CO2 排出量として1 8 .9 t/年の削減効果

１ ） AI 需要予測: Po B後の実展開

2 4 年 2 5 年

結果を受け、順次対象店舗を拡大。2 4 年1 1 月より全店舗に展開

→展開時は店舗現場からの意見収集を週次で実施し、さらなる問題点改善を推進

18

1月

PoB: 3 1 店舗

6月

7 6 店舗に拡大

1 1 6 店舗に拡大

9月 11月

全店舗に拡大
※新規オープン・リニューアルから
間がない店舗は除く

※意見収集では、感覚的な意見も多いが、ロジックとして修正必要
な事項の発見も多く、真の問題把握と改善へつながった。

※意見を上げてもらい対応をFBすること、現場の参画意識・当事者
意識を上げる効果もあった。

■各店舗からの意見収集

全店展開しても廃棄量削減継続
▲1 1 .8 ％( 1 2 月下旬時点)
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２ ） 恵方巻の取組み

節分の恵方巻では、過去から廃棄が発生 →2 0 2 4 年に廃棄ゼロを達成

19
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2019 2020 2021 2022 2023 2024

節分恵方巻寿司: 売上・ 廃棄金額

寿司売上 寿司廃棄
売上金額:
単位: 百万円

廃棄金額:
単位: 千円

 2 0 1 9 年以前は平均6 百万円（ 売上対比2 .6 ％） の廃棄

 2 0 2 0 年以降に個店の取組を強化し、廃棄率を大幅削減。それでも僅かに発生

※バローグループ単独の取組み

２ ） 恵方巻の取組み

20

2 4 年の節分では、①事前予約の拡大、②現場での過去と直近ト レンドからの販売量予測、
③当日の値引管理強化により、遂に全店舗で廃棄0 へ!

20

事前予約

販売量
予測

販売

実施内容

食品ロス削減のため、消費者に事前予約の呼びか
けを実施。2024年は、予約ボード、予約パンフレット、

農林水産省のＰ Ｒ 資材、また当社専用アプリなどから
予約を呼びかけた

アイテムごとに過去データと直近トレンドから個店ごと
に販売量を予測。製造業に連携し、製造業では材料
の余りが出ないように発注。

販売では食品ロスを発生させないよう、早めに値引き
を行い売り切りを目指す。過去最大800万円の廃棄
が発生していたが、全店舗で廃棄0を達成。

■開店時

■閉店時

CO2 排出量削減として1 4 .6 t/年の効果

※バローグループ単独の取組み
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21

ご清聴ありがとうございました

これからも、お客様と向き合いながら、

事業者間で協力し・知恵を出し合い

「もったいない」に取り組んでまいります!
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